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研究概要︓ウェアラブルデバイスのある⼀機種から出⼒される⾝体活動データについて検討しました。この機種と、研究⽤に開発された
他社製の機種の 2 つを⽇中装着し、1 週間普段通りの⽣活をした時のデータを⽐べたところ、前者は歩数を過⼩評価し、中⾼強度の
⾝体活動を過⼤評価する傾向があることが分かりました。 

研究背景︓ウェアラブルデバイスは、⾝体活動を客観的に評価する機器として利⽤されてきました。IoT 技術の発展により遠隔で⼤量
のデータ収集が可能となり、健康管理を⽬的とした⽐較的安価な機種も広く使われ始めています。しかし、そのような機種から得られる
データが、研究⽬的で従来使われてきた機種に⽐べてどうであるか⼗分に検討されていません。 

研究成果︓本研究で検証した腕時計型の機種（TDK 社製 Silmee W22）は、研究⽤に開発された機種（ActiGraph 社製
wGT3X-BT）に⽐べて、歩数を 1 ⽇あたり約 1,200 歩少なく、中⾼強度の体活動を 1 ⽇あたり約 5 分多く推定する傾向がありました
（図）。また、その⽇が「活動的であったか否か」を、歩数 10,000 歩／⽇以上、中⾼強度の⾝体活動 21.4 分／⽇以上という基準で
分類してみたところ、その⼀致の度合いは中程度でした。 

社会への影響︓本研究の結果は、ウェアラブルデバイスを健康管理に活⽤するにあたり、データの扱いに気をつけなければならないことを

図. TDK Silmee W22 と ActiGraph wGT3X-BT の測定結果の⽐較（左図︓歩数、右図︓中⾼強度の⾝体活動の時間） 
129 名から得られたのべ 884 ⽇分のデータを⽰す。横軸は 2 機種の測定値の平均値で、右に⾏くほど⾝体活動が多いことを表す。縦軸は測
定値の差で、0 に近いほど両機種の値が⼀致していることを表す。実線は機器間の平均的な差、破線はほとんどのデータ（95%）が収まる誤
差の範囲、⼀点鎖線は⾝体活動（横軸）が増えるにつれて差（縦軸）がどのように変化するかの傾向を表す。AGはActiGraph wGT3X-
BT、 TDKsw は TDK Silmee W 22、MVPA は moderate to vigorous physical activity（中⾼強度の⾝体活動）の略。 

https://www.scopus.com/pages/publications/105012111487


⽰唆しています。本研究ではウェアラブルデバイスの⼀例として Silmee W22 を使いましたが、研究⽤の機種と⽐べたところ、出⼒される
⾝体活動のデータ（歩数、中⾼強度の⾝体活動時間）に違いがあることが分かりました。他機種から得られたデータと⽐べたり、その
機種だけを使う場合でも短期間のデータを基に健康指導を⾏ったりするような場合には、このような違いがあることを踏まえて使う必要が
あります。 
 

専⾨⽤語︓ 

ウェアラブルデバイス︓体に装着して使う⼩型の機器。腕時計型、指輪型などがあります。 

IoT︓Internet of Things の略。⾝の回りにある様々なモノがインターネットにつながる技術を指します。 

中⾼強度の⾝体活動︓⽇常⽣活や運動で体を動かすこと（⾝体活動）のうち、安静にしている時の約 3 倍以上のエネルギーを使う、
少し息が弾む程度の動きを指します。健康の保持増進のため、週 150 分以上（1 ⽇あたりに換算すると 21.4 分）⾏うことが推奨され
ています。 


